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1. はじめに 

高電圧・パルスパワーを用いて水中や水面上で図 1

に示すような放電プラズマを発生することが可能であ

る。放電プラズマではヒドロキシラジカルなどの非常

に酸化力が強い化学的活性種が生成され，水中に溶け

込む。これを利用した汚水処理方式は，他の処理方式

にはない特徴として，高濃度の難分解性有機化合物を

短時間かつ高効率で分解可能であること，ラジカルを

電気エネルギーによって発生したプラズマによって，

局所的にかつ pH などに依らず直接生成可能であるこ

となどの利点を有するため，従来の汚水処理方式など

では分解が困難である難分解性有機化合物を含む汚水

の新たな処理方式として期待されている 1)。また，プ

ラズマから発生した化学的活性種は，有機化合物だけ

ではなく，水中に含まれる細菌の不活化が可能である。

そのため，環境浄化だけではなく，農業や医療といっ

た広い分野での応用が期待できる。特に，農業におい

ては，農業従事者の超高齢化・従事者数の減少に伴い，

農産物の生産力・質の低下が問題となっており，新し

い技術導入によって農業の高度化を行い，生産性を飛

躍的に向上することが必要となる。 

本研究では，パルスパワーを用いた水中プラズマの

特性や環境応用，農業利用に関して概説する。水中プ

ラズマの特性では，水中プラズマの発生方式や，プラ

ズマの進展 2) や，その電気的特性と化学的活性種の発

生 3)について紹介する。環境応用としては，汚水中の

難分解性有機化合物の分解効果として，1,4-ジオキサ

ンや揮発性有機化合物であるジクロロメタンの分解特

性について紹介する。また，農業利用として，植物生

育における影響として生長促進効果，発病リスク低減

効果，実証試験(図 2)など 4)について紹介する。 
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Fig. 1. 気相放電水中進展型リアクタ中の(a)液相、(b)

気相での放電の様子 

 

Fig. 2. ビニールハウス栽培中での水耕栽培用養液放

電処理の実証試験 


